










編集後記 を書 くの って難 しい ものですね え。「無難な ことち ょち ょっと書 い とけば済む
んちゃうの?」 と周 り(編集委員ではないです よ)は 冷ややかです し。私 もそう思ってい
たか ら締め切 り間近にこの ようなことになっているわけで...と苦 しみつつ これ までの編
集後記 をぱらぱ らっと読んでみ ます と、い くつかパ ターンがあ るようです。中で もこの 「低
温セ ンターだ より」の存在意義 を説いているのが代表格で しょうか。曰 く、「「低温」をキー
ワー ドに阪大で行われている種々の領域の最先端 の研究 にふれることが出来る.し か も専
門外の読者 に も分か りやすい ように書 かれ ている...」う～ん、なるほど全 くその通 りだ
なあ、そ うい う意味 で貴重 な雑誌 だなあ と思い ます。
まあ どこで もや っているこ とで しょうが、研究室で毎週担 当者持 ち回 りで論文 を読んで
紹介するセ ミナー を開いています。 自分 の研 究テーマに もろに直結 する論文がある場合は
良いのですが、そ うで ない と論文 を選ぶ段階で行 き詰 まって しまう学生 さんが多いです。
そこでよ くよく話 してみる と、興味 の範囲,探そうとしているテーマの範 囲が とて も狭 い。
色々な(原 著論文ではない)雑 誌が研究室内にころがっているの に、 日頃ほ とん ど目を通
した りしてないんですね。 そうい う情報源 としてこの 「低温セ ンターだよ り」 ももっと学
生 さんに読んで もらえた らなあ と思い ます。そのために紙面 を作 る側 としては 「専 門外 の
読者に も分か りやす く」 という部分 をよ り重視すべ きかなと感 じます。
私 は今年赴任 しました新米ですが、一番若い編集委員の立場か ら、紙面 の分か りやすさ
向上 に微力 なが ら貢献 させ て頂 ければ と思います。 ともか く、今号 はこの美 しい表紙 を見
て手 に取って くれる学生 さんが一人で も多いことを期待 します。(中 野岳仁)
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